
接

尾

辞

ラ

シ

イ

の

成

立

要

主"'"
R 

乙
の
小
論
は 、
『
史
記
桃
源
抄』
を
中
心
に一
五
t一

六
世
紀
の
抄
物
を
資

料
に
用
い
て 、
形
容
詞
を
つ
く
る
接
尾
辞-フ
シ
イ
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し 、

ひ
だ
り
の
結
論
に
至っ
た 。

接
尾
辞
ラ
シ
イ
は 、
名
詞
の
非
反
復
形
を
語
基
と
し 、
そ
れ
に 、
情
態
言

の
形
成
に
か
か
わ
る
ラ
が
つ
き 、
さ
ら
に 、
形
容
詞
を
つ
く
る
接
尾
辞
シ

イ
が
つ
い
た 、
名
詞
H
ラ
H
シ
イ
か
ら
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る 。

形
容
詞
を
つ
く
る
接
尾
辞
ラ
シ
イ
は 、
中
位
に
なっ
て 、
あ
ら
た
に
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
なっ
た
も
の
と
み
ら
れ
る 。

接
尾
辞
ラ
シ
イ
の
最
古
の
用
例
が
ど
の
文
献
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は 、
未

注l

調
査
で
あ
る
が 、
塚
原
鉄
雄
H

神
尾
暢
子
氏
に
よ
れ
ば 、
古
代
に
お
け
る
複
合

形
容
詞
に 、
ヒ
ト
ラ
シ・
シ
サ
イ
ラ
シ
の
ニ
語
が
あ
る
と
い
う 。
た
だ
し 、
塚

原
H

神
尾
氏
の
時
期
区
分
で
は 、
一
般
的
に
中
世
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
院
政
期

を 、
古
代
後
期
と
し
て
区
分
し
て
お
り 、
ま
た 、
接
尾
辞-フ
シ
(
イ)
の
用
例

が 、
平
安
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
ζ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と 、
接
尾
辞-7
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上

昭

子

シ
(
イ)
は 、
中
世
に
なっ
て
か
ら
用
い
ら
れ
は
じ
まっ
た
も
の
と
み
て
さ
し

っ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う 。

さ
て 、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る 、
接
尾
辞
ラ
シ
(
イ)
の
用
例
と
し
て
は 、
無

住
(一
二
二
六
|一

三一
二)
の
『
沙
石
集』
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
が
あ
る 。

①
或
ル
乳
母 、
姫
君
ヲ
養
ヒ
テ 、
余
リニ
ホ
メ
ン
卜

テ 、
重
ワ
ガ
養
姫ハ 、

御
美
目
ノ
ウ
ツ
ク
シ
ク 、
御
目ハ
細
六\
ト
シ
テ 、
愛
ラ
シ
ク
オ
ワ
シ
マ

ス
〔
ゾ〕
ヤ
ト
イ
フ
ヲ:::(
巻一

郎・
8)

一
五
t一

六
世
紀
の
抄
物
に
も 、
接
尾
辞-フ
シ
イ
の
用
例
が
散
見
さ
れ
る
の

は 、
第
三
釘
に
し
め
す
と
お
り
で
あ
る 。

形
容
詞
を
つ
く
る
接
尼
辞
ラ
シ
イ
は 、
現
代
語
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
が 、
乙
の
接
尾
辞
ラ
シ
イ
の
成
立
に
つ
い
て 、
第
二
節
以
下
で
検
討
す

る
乙
と
に
す
る 。

接
尾
辞
ラ
シ
イ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は 、
左
記
の
三

つ
の
見
と
お
し
が
考
え
ら
れ
よ
う 。

A
推
量
の
助
動
詞-フ
シ
に
由
来
し
た 。

注2

B
異
分
析
の
結
果 、
接
尾
辞
ラ
シ
イ
が
成
立
し
た 。
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C
名
詞
に
ラ
が
つ
き 、
そ
れ
に
形
容
詞
を
つ
く
る
接
尾
辞
シ
イ
が
つ
い
た
も

の
か
ら
成
立
し
た 。

ま
ず 、
A
の
見
と
お
し
か
ら
検
討
し
て
い
乙
う 。

桜
田陪
辞
ラ
シ
イ
の
成
立
に
つ
い
て
は 、
乙
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
が 、
た
だ 、
『
岩
波
古
語
辞
典』
は 、
ラ
シ
イ
円
接
尾
辞回

の
項
目
を
た
て 、
「
推
量
の
助
動
詞
『
ら
し』
の
転」
と
し
る
し 、
推
量
の
助

動
詞
ラ
シ
山
自
説
を
と
っ

て
い
る 。
し
か
し 、
乙
れ
を
認
め
る
に
は 、
い
く
つ

か
の
刻
点
が
あ
る 。

そ
の
第一
は 、
平
安
時
代
中
期
以
降 、
推
量
の
助
動
詞-フ
シ
の
用
い
ら
れ
る

場
が
制
約
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る 。

推
量
の
助
動
詞
ラ
シ
は 、
平
安
時
代
中
期
以
降 、
和
歌
に
は
用
い
ら
れ
た
け

れ
ど
も 、
散
文
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
く
な
り 、
用
例
数
も
少
な
く
な
る

注3

と
い
う
こ
と
が 、
必
尾
拾
治
郎
氏
を
は
じ
め 、
先
学
諸
氏
に
よっ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る 。

内守ddn唱

さ
ら
に 、
山
口
明
穏一
氏
は 、
藤
原
公
任
(
九
六
六

11一
O
凹
こ
の
『新

撰
髄
脳』
や
真
観
(一
二
O
九

||一
二
七
六)
の
『
簸
河
上』
な
ど
の
記
述

か
ら 、
推
量
の
助
動
詞
ラ
シ
が
平
安
時
代
中
期
以
降 、
古
語
と
し
て
意
識
さ
れ

て
い
た
乙
と 、
鎌
倉
時
代
に
は 、
助
動
詞-フ
シ
が
序
な
ど
の
あ
ら
た
まっ
た
文

苛
に
適
合
す
る
と
う
け
と
ら
れ
て
い
た
乙
と
を
指
摘
し
て
い
る 。

ま
た 、
抄
物
に
お
い
て
も 、
管
見
の
か
ぎ
り 、
ケ
ラ
シ・
ナ
ラ
シ
は
わ
ず
か

に
用
い
ら
れ
て
い
る
が 、
推
量
の
助
動
詞
ラ
シ
の
用
例
は 、
ま
だ
み
い
だ
し
て

、‘L、。

-LVLγlリ ‘
・1v

と
の
よ
う
に 、
推
量
の
助
動
詞
ラ
シ
は 、
す
で
に 、
鎌
倉
t

室
町
時
代
に
お

い
て 、
お
そ
ら
く 、
口
頭
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
な
かっ
た
で
あ
ろ
う
し 、

和
歌
や
文
章
に
用
い
ら
れ
る
に
し
て
も 、
格
調
の
高
い
古
語
と
し
て
意
識
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う 。

以
上
の
よ
う
な
使
用
状
況
に
あ
る
推
量
の
助
動
詞
ラ
シ
が 、
形
容
詞
を
つ
く

る
接
尾
辞
に
転
じ
た
と
い
う
と
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

ま
た 、
か
り
に 、
推
量
の
助
動
詞
ラ
シ
と
接
尾
辞
ラ
シ
イ
と
の
聞
に
つ
な
が

り
が
あ
る
と
し
て
も 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
点
が
残
る
で
あ
ろ
う 。

そ
れ
は 、
言
語
主
体
の
推
量
判
断
を
あ
ら
わ
す
助
動
詞
ラ
シ
が 、
属
性
の
表

現
に
か
か
わ
る
接
尾
辞
ラ
シ
イ
と
な
る
の
は 、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か 、

ま
た 、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
と
っ

て
接
尾
辞
ラ
シ
イ
に
転
じ
た
の
か
と
い
う
点

で
あ
る 。
乙
れ
に
付
随
し
て 、
批
量
の
助
動
詞
ラ
シ
は 、
活
用
語
の
終
止
形
を

う
け
る
の
に
対
し
て 、
技
尼
辞-フ
シ
イ
は
休
言
に
つ
く
と
と
の
理
由
も
明
ら
か

に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い 。
さ
ら
に 、
属
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
も
の
が
推
量
を

あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
る
例
と
し
て
は 、
サ
ウ
ナ
や
ヤ
ウ
ナ
が
あ
る
け
れ
ど
も 、

乙
れ
と
は
逆
に 、
推
量
か
ら
属
性
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
る
例
は
認
め
ら
れ
な

'u

 

以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よっ
て 、
推
量
の
助
動
詞
ラ
シ
が
接
尾
辞
ラ
シ
イ
に

転
じ
た
と
す
る
説
は
認
め
が
た
い
と
考
え
る 。

つ
ぎ
に 、
B 、
す
な
わ
ち 、
異
分
析
の
結
果 、
接
尾
辞
ラ
シ
イ
が
成
立
し
た

と
い
う
見
と
お
し
を
検
討
す
る 。

ζ
の
ば
あ
い
の
難
点
は 、
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
に
あ
る 。
異
分
析
に
よっ
て
新
し

い
接
尾
辞
が
成
立
す
る
た
め
に
は 、
語
の
末
尾
が
ラ
シ
イ
で
お
わ
る 、
「:::
ラ

シ
イ」
と
い
う
語
形
の
形
容
詞
の
異
な
り
語
が
あ
る
程
度
存
在
す
る
乙
と
が
前

提
と
な
る
で
あ
ろ
う 。
し
か
し 、
「:;:
ラ
シ
イ」
と
い
う
語
形
を
も
っ
形
容

詞
は 、
ア
タ
ラ
シ
イ・
メ
ズ
ラ
シ
イ・
ホ
コ
ラ
シ
イ
ぐ
ら
い
で
あっ
て 、
異
分

析
に
よっ
て
ラ
シ
イ
と
い
う
接
尾
辞
が
成
立
し
た
と
は
考
え
に
く
い 。

以
上
の
よ
う
に 、
A
・
B
ふ
た
つ
の
見
と
お
し
に
は
そ
れ
ぞ
れ
難
点
が
あ
る
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が 、
乙
れ
ら
が
接
尾
辞
ラ
シ
イ
の
成
立
に
全
く
関
与
し
な
かっ
た
と
言
い
き
る

乙
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う 。
た
と
え
ば 、
推
量
の
助
動
詞
ラ
シ
イ
は 、
古
典

文
学
作
品
をつ
う
じ
て 、
そ
の
存
在
を
知
る
ζ
と
が
で
き
る
し 、
接
尾
辞-フ
シ

イ
と
語
形
が
類
似
し
て
い
る
点
か
ら
接
尾
辞-フ
シ
イ
の
成
立
に
な
ん
ら
か
の
影

響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
か
も
し
れ
な
い 。
ま
た 、
「:
:
ラ
シ
イ」
と
い
う
語
形

を
もっ
形
容
詞
も
技
尾
辞
ラ
シ
イ
成
立
の
た
め
の
下
地
と
し
て
作
用
し
た
か
も

し
れ
な
い 。
こ
の
よ
う
な 、
い
わ
ば
斜
め
の
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
可
能
性
は
の

乙
る
と
し
て
も 、
や
は
り 、
A・
B
が
直
接
に
接
尾
辞-フ
シ
イ
の
成
立
に
か
か

わっ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い 。

す
る
と 、
の
ζ
る
の
は
C
の
見
と
お
し
で
あ
る 。
そ
と
で 、
以
下 、
そ
の
線

に
そっ
て
検
討
し
て
い
く 。

接
尾
辞
ラ
シ
イ
に
よっ
て
つ
く
ら
れ
た
形
容
詞
(
以
下 、
「
ラ
シ
イ
型
形
容

詞」
と
よ
ぷ)
の 、
抄
物
で
の
用
例
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い 。
小
論
の
筆
者

が
調
査
し
た
範
囲
で
は 、
『
史
記
桃
源
抄』
(
以
下 、
「
史」
と
略
す) 。
に
二
二

例 、
『
玉
塵
抄』
(
以
下 、
「玉」
と
略
す) O
K
三
例
の 、
合
計
二
五
例
で
あ
る

が 、
異
な
り
語
数
は
さ
ら
に
す
く
な
く 、
ア
イ
ソ
ラ
シ
イ・
実
ラ
シ
イ・
ツベ

ラ
シ
イ・
毒
ラ
シ
イ・
ナ
サ
ケ
ラ
シ
イ・
パ
ケ
ラ
シ
イ・
人
ラ
シ
イ
の
八
語
で

あ
る 。
ひ
だ
り
に 、
ラ
シ
イ
型
形
容
認
の
用
例
を
し
め
す 。

②
議
腕
トハ

筆
勢
ノ
ツ
ヲ
イ
ヲ
云
タ
ソ 、
ツ
ヲ
イ
ト

云
テ 、
鬼々
神
ノ
ヤ
ウ

ニ
テ
ア
イ
ソ
モ
ナ
イ
ソ 、
美
人
ノ
ウ
ツ
ク
シ
ウ 、
ア
イ
ソ
ラ
シ
イ
ヤ
ウ
ナ

注5

一帯
カ
中ニ
マ
シ
ツ
テ
ア
ル
ソ
(
玉
三
五
ω・
ロ)

①
白
楽
天
寵
愛シ
タ
妓
女二
人
ア
リ 、

小
蛮
ト

云
タ
ソ
・
:

面
白
イ
風
流
ナ

柳
ノ
ホ
ソ
/\
タ
ワ
/\
ト

ス
ル
柳
ノ
校
ノ
事
ヲ 、
ヨ
イ
芦
テ
ア
イ
ソ
ラ

シ
ウ
歌
テ
舞
ウ
タ
膝
ノ
細
ウ
長
事 、
サ
ナ
カ
ラ
柳
ソ
(
玉

U)
 

@
処
父
カ
至
テ
忠
ア
リ
テ 、
国
滅
君
死
テ 、
臣
節
ヲ
不
忘
ホ
トニ 、

天
カ
石

棺
ヲ
賜
テ 、
氏
族
ヲ
光
搭て一
ス
ル
ト

云
ハ 、
事
カ

詞升刈叶モ
ナ
イ
ソ

(
史
四
m-
4)

①
酷
吏ハ 、
キ
ッ
ク 、
ツベ
ラ
シ
ク 、
人ニ
ア
タ
ル
事
カ
惨
酷
ナ
ル
者
ヲ
云

ソ
(
史
一
六
1・
2)

テ
ヲ
ラル

⑥
悶
奉
以レ
悪
用
失
トハ 、

温
針
至
慈
ト

云
タ
リ
ナ
ン
ト

ス
ル
ハ 、
ッ
ョ

ク 、
ア
ラ
ゥ 、
ッベ
ラ
シ
イ
者
ヲ
云
ソ 、
悪
五
郎 、
悪
源
太
ナ
ン
ト、 、

日
本ニ
云
様ニ
ソ
(
史・
一
六-
M・
9)

⑦
上ニ
先
ツ
ツ
ヨ
ウ 、
ウ
ラ
メ
シ
サ
ウニ 、
云
テ
霞
テ 、
次ニ
呂
后
ノ
性
カ

コ
ワ
ウ
テ 、
女
ノ
様ニ
モ
ナ
イ
ソ 、
カ
ウ
テ
毒
ラ
シ
イ
人
ナ
ル
コ
ト
ヲ 、

云
タ
ヵ 、
文
勢
ノ
面
白
処ソ
(
史
七
日・
1)

ナリ

③
小
時
陰
賊
トハ 、

上ハ
ナ
ン
ト

ナ
イ
様
テ 、
内
心
カ
毒
ラ
シ
ウ
テ 、
人

ヲ
傷
害ス
ル
ソ
(
史
一
七
M・
6)

;

ー

③
秦
人
大
失レ
望
浦
公
ノ
ウ
ツ
ク
シ
ク 、
ナ
サ
ケ
ラ
シ
ク 、
ア
タ
ラ
レ
タ

ニ 、
カ
ウ
ア
ラ
ウ
ス
トコ
ソ 、
思モ
ヨ
ラ
ネ
ト

テ
ソ(
史
七
悶・
9)

⑬
言
行ニ
尤
悔
カ
ス
ク
ナ
ケ
レ
ハ 、
自
然
ト 、

禄
カ
其
中ニ
ア
ル
テ
コ
ソ
ア

レ 、
始
カ
ラ
禄ヲ
干
メハ 、
ナニ
カ 、
ハ
カ
ラ
シ
イ
事ハ
ア
ラ
ウ
ソ
(
史

一
一

山・
6)

⑪ヨ
イ
智ノ
ア
ル
者
ト

云へ
ト

モ 、
人ニ
物
ヲ
問
イ
談
合モ
セ
ヌ
モ
ノハ 、

ベ刈升刈引モ
ナ
イ
ソ
(
史
一一一
叫・
1)

ノ
ミ
79テ
ノ
アリ

⑫
烏
身

人
言
:::

全
体ハ
烏テ 、
モ
ノ
ヲ
云ハ 、
人
ノ
様
ナハ 、

アマ
リハ

ケ
ラ
シ
イ
ソ
(
史
四
揃-
M)

@
老
女
ノ
ワ
カ
イ
時ニ
ナマ
メ
イ
タ
ナ
リス
カ
タ
ノ
ア
ル
ヲ

妖
ト

云
タ
ソ 、

五
470 
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妖ハ
パ
れ-フ
シ
イ
ヲ
云
ナ
リ

(
玉
四
三
w-
5)

⑬
カ、
ル
時
分ニ
諸
侯-一
人
ラ
シ
イ
人
カ
ア
ラ
ハ 、
楽ニ
天
下
ヲハ
取-フ
レ

マ
イ
モ
ノ
ヲ
ソ
(
史
四
部-
U)

⑬
人コ
トニ

随
分
理
ヲ
モ
心
得
ツヘ
シ
イ
上
テ 、
別シ
テ
ヲ
レ
ニ
平
生ヨ
ウ

ア
タ
リ
タ
ト

モ 、
不レ
思 、
ナ
ン
ト

ア
ラ
ウ
ト

モ 、
7
7
ヨ
ト

云
テ 、
結
局

マ
ワ
ル
ヒ
ヤ
ウ
シ
ニ
ハ 、
ワ
ル
サ
7
ニ 、
ア
タ
ラ
ウ
ト

ス
ル
ハ 、
人
ラ
シ

ウ
モ
ナ
イ
事
ソ
(
史
一
六
%・
3)

こ
れ
ら
の
ラ
シ
イ
型
形
容
詞
の
語
基
に
注
目
し
て
気づ
か
れ
る
と
と
は 、
ツ

ベ
ラ
シ
イ
を
の
ぞ
い
て 、
語
基
が
名
詞
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る 。

ツ
ベ
ラ
シ
イ
は 、
例
⑤・
⑤
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に 、
〈
惨
酷
な
〉
と
い
う

窓
味
で
あ
る 。
第
四
節
の
例
@
に
し
め
す
よ
う
に 、
ツ
ベ
が
反
復
さ
れ 、
そ
れ

に
接
尾
辞
シ
イ
が
つ
い
た
ツベ
ツベ
シ
イ
と
い
う
形
容
詞
も
あ
り 、
ツベ
ラ
シ

イ
と
同
じ
意
味で
あ
る
と
み
ら
れ
る
が 、
ツ
ベ
だ
け
が
単
独
で
用
い
ら
れ
た
例

は
み
あ
た
ら
な
い 。
乙
の
ツ
ベ
は 、
『
源
氏
物
語』
な
ど
に
み
ら
れ
る
ツベ
タ

注6
マ
シ
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が 、
今
の
と
乙
ろ 、
ツ
ベ
が
名
詞
な
の

か 、
あ
る
い
は 、
語
根
的
な
も
の
な
の
か
を
決
め
る
手
が
か
り
は
な
い 。

以
上 、
抄
物
に
お
け
る
ラ
シ
イ
型
形
容
詞
の
語
基
に
つ
い
て
調べ
た
が 、
と

れ
ら
の
例
の
み
で 、
ラ
シ
イ
型
形
容
詞
が
ど
の
よ
う
な
種
類
の
語
基
を
と
る
の

か
と
い
う
乙
と
を
結
論づ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い 。
そ
乙
で 、
『
自
衛
辞
書』

注7

お
よ
び 、
寿
岳
章
子
氏
の
「
形
容
詞
の
語
実
的
変
遷」
か
ら 、
ラ
シ
イ
型
形
容

詞
の
例
を
お
ぎ
な
い 、
ひ
だ
り
に
し
め
す 。
な
お 、
ロ
ー

マ
字
表
記
の
も
の

は 、
『
自
衛
辞
書』
か
ら
の
例
で
あ
る 。

田町内山叩『白HC
(
ば
け
ら
し
い)

百円O円
gnC
(
人
ら
し
い)

匂止OHRHC
同一円。

Z
RO
S
EHご
(
誠
ら
し
い)

〈
雪印『巾吋白HC
(
童
ら
し
い)

〈O口白向。円白
色』
(
を
な
ど
ら
し
い)

〈ロロ曲問。円由同一』
民同
O

〈
20
8
BHC
(
男
ら
し
い)

〈
20
8円白HC
Sロロ曲

〈DHmH曲HC
(
仰
せ
ら
し
い)

uCEC『白
色」
(
し
ほ
ら
し
い)

ハ
ヂ
ラ
シ
イ

〉
R
BHC
(
阿
呆
ら
し
い)

〉可白
色』
(
愛
ら
し
い)

のDno円。ロO
曲一司曲HF」
-2円。

〉一回印可白HC
(
愛
想
ら
し
い)

〉
呂
町
民
C
n
o
g
g
c
o
n
Z
E『
E

。rD『
合同同一』
(
重
宝
ら
し
い)

。
EDH担
任』
(
仰
ら
し
い)

。
三
DH曲
M1M

B
O
ロD
C
D

UユM

E
D

--
岳町白HC
(
実
ら
し
い)

ζ0
ロo

s
r
E
可
申仏
包
BG
』
R
E
S
H-』

ロロ
芯『白HC
(
仁
道
ら
し
い)

ロロHAUHhwHむ
巴件。

uEロ叩H白HC
(
性
根
ら
し
い)

UBロ叩『曲何c
m
g

upn』mH
en-』
(
出
家
ら
し
い)

NonEH
Sε
(
俗
ら
し
い)
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正
直
ラ
シ
イ

FA
g
雪印岡山』
(
む
さ
ら
し
い)

以巾
g『白HC
(
せ
か
ら
し
い)

ω白丹丹市cr巾吋白Hニ
(
さっ
っ
ぺ
ら
し
い)

ω白押丹羽己『巾同1SHC円。-

右
の
例
の
う
ち 、
回
Z巾
SHこ
か
ら
正
直
ラ
シ
イ
ま
で
が
名
詞
を
語
基
と
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
が 、
宮己
8
3HC-
M内叩円曲円曲HC・
ω白押円引ロrm
gH回一
の
三

語
が
例
外
と
な
る 。

玄
5
R
自己
の
ム
サ
は 、
八
汚
な
い
〉
と
い
う
意
味
の 、
形
容
詞
の
ム
サ
イ

や
副
詞
の
ム
サ
ム
サ
ト

と
関
係づ
け
る
と
と
が
可
能
で
あ
り 、
語
根
的
な
も
の

か
と
考
え
ら
れ
る 。
×
2
R白HC
は 、
M
E
SS
EHC
(
せ
わ
せ
わ
し
い)
の

項
目
の
と
乙
ろ
に 、
zo
M一go
mm
仏MN
U内m
gH白
色」
(
シ
モ
l

九
州
地
方
ー

で
は
セ
カ
ラ
シ
イ
と
言
う)
と
あ
り 、
九
州
地
方
で
用
い
ら
れ
て
い
た
誇
ら
し

い
が 、
動
詞
の
セ
ク
や
副
詞
の
セ
カ
セ
カ
ト
と
関
係づ
け
ら
れ
る
乙
と
か
ら 、

セ
カ
も
語
根
的
な
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る 。
ω三件
2
Z
SH一』
は 、
語
基
の

種
類
が
何
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る 。

以
上
の
よ
うに 、
ラ
シ
イ
型
形
容
詞
の
語
基
は 、
語
根
的
な
も
の
や 、
語
廿誌

の
磁
類
が
不
明
な
も
の
が
若
干
あ
る
け
れ
ど
も 、
お
お
む
ね
名
詞
で
あ
る
と
言

う
と
と
が
で
き
る 。

な
お 、
江
戸
時
代
に
は
い
る
と 、
カ
ワ
イ
ラ
シ
イ
の
よ
う
に 、
形
容
詞
の
語

幹
が
語
基
と
なっ
て
い
る
も
の
や 、
ア
ワ
レ
ラ
シ
イ
の
よ
う
に 、
い
わ
ゆ
る
形

容
動
詞
の
語
幹
が
語
基
と
なっ
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る 、
こ
の
よ
う
に 、
語

基
の
種
類
が
多
様
化
て
し
く
る
の
は 、
ラ
シ
イ
が
接
尾
辞
と
し
て
確
立
し
た
こ

と
を
し
め
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が 、
接
尾
辞
ラ
シ
イ
が
成
立
し
た
当
初
の
語

基
は 、
お
も
に
名
詞
で
あっ
た
と
み
ら
れ
る 。

四
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ラ
シ
イ
型
形
容
詞
の
語
基
は 、
原
則
と
し
て
名
詞
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
乙

と
は 、
第
三
節
に
し
る
し
た
と
お
り
で
あ
る 。

と
乙
ろ
で 、
シ
ク
活
用
形
容
詞
をつ
く
る
接
尾
辞
で 、
名
詞
を
も
誇
去
と
す

る
も
の
は 、
接
尾
辞
ラ
シ
イ
の
ほ
か
に 、
シ
イ・
ガマ
シ
イ・
ク
ラ
ウ
シ
イ
な

ど
が
あ
る 。
こ
れ
ら
の
接
尾
辞
の
う
ち 、
ガマ
シ
(
イ)
は
平
安
時
代
か
ら 、

ク
ラ
ウ
シ
イ
は
中
世
に
なっ
て
か
ら 、
あ
ら
た
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
なっ
た

も
の
で
あ
る
が 、
接
尾
辞-フ
シ
イ
と
の
つ
な
が
り
を
も
ち
そ
う
な
の
は 、
語
形

の
う
え
で 、
接
尾
辞シ
イ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

さ
て 、
名
詞
に
接
尾
辞シ
イ
が
つ
い
て
派
生
し
た
形
容
詞
に
は 、
つ
ぎ
の
ふ

た
つ
の
型
が
あ
る 。

-
名
詞
の
反
復
形
に
接
尾
辞シ
イ
が
つ
い
た
も
の

(
例)
カ
ド

カ
ド
シ
イ・
コ
トコ
ト

シ
イ・
モ
ノ
モ
ノ
シ
イ・
美々
シ
イ・

雑々
シ
イ
な
ど o

E
名
詞K
直
接 、
接
尾
辞シ
イ
が
つ
い
た
も
の

(
例)
オ
ト

ナ
シ
イ・
ハ
カ
シ
イ・
マ
コ
ト

シ
イ
な
ど o

E
は
平
安
時
代
に
なっ
て
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
なっ
た
も
の
の
で
あ

る 。
ま
た 、
ー
の
ば
あ
い
に
は 、
反
復
部
分の
音
節
数
に
制
約
が
あ
る
と
み
ら

れ
る 。つ

ぎ
の
表
は 、
反
復
部
分の
音
節
数
を 、
『
史
記
桃
源
抄』
か
ら
の
用
例
に

よっ
て
し
め
し
た
も
の
で
あ
る 。
乙
の
表
に
し
め
さ
れ
る
と
お
り 、

二
音
節
語

の
反
復
の
ば
あ
い
が四
例
と
もっ
と
も
多
く 、
三
音
節
以
上
の
語
が
反
復
さ
れ

注8

る
乙
と
は
す
く
な
い
と
い
う乙
と
が
わ
か
る 。
と
の
よ
う
な
傾
向
は 、
平
安
時

代
の
ひ
ら

仮
名
文
献
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る 。
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数

と
ζ
ろ
で 、
注
目
さ
れ
る
こ
と

は 、
名
詞
の
反
復形
に
接
尾
辞
シ
イ

が
つ
い
て
派
生
し
た
形
容
詞
の
な
か

に 、
-フ
シ
イ
型
形
容
詞
の
語
基
と
共

通
の
名
詞
が
反
復さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る 。
そ
の
例

接尾辞ラシイの成立

を
ひ
だ
り
に
し
め
す 。

アノウヘ

ラン

⑬
旦
呉
何
知レ
反

ハ
カ
/\
シ
ク
何ニ
カ
反
ス
ル
ス
ヘ
ヲ
モ
可
知
ソ

(
史
一
五
組・
2)

⑫、『
2
5F
p
g
g
gHC
8
3
5
5n
g同

⑬
言
舜
ノ
徳
カ
イ
カ
メ
イ
ホ
ト

ニ 、
自
然ニ
陶
器
カ
ユ
ミ
モ
セ
ス 、
イ
シ
マ

モ
ナ
イ
ソ 、
或
云
只
徳ニ
ヨ
リ
テ 、
カ
ウ
ア
ル
ト

云
モ
ヨ
ケ
レ
ト

モ 、
ア

マ
リハ
ケ
/\
シ
イ
ホ
ト

ニ 、
:::(

史
三
官・
9)

⑬
宮両市
g
宮HC・
r
Fρ
3HC

クテ一ナンタヲ
テ一
7
ヲ

@
目
流レ
沸
以
横レ
波
:::

波
ヲ
横
ウ
ハ
コ
ト
/\
シ
イ
ソ

成
人ハ

詩
句ニ
ゲ
ウ
/\
シ
ウ
作
ソ
(
去
四
o
m・
5)

例
⑬・
⑫
の
ハ
カ
パ
カ
シ
イ
は
例
⑬・
⑪
の
ハ
カ
ラ
シ
イ
に
対
応
し 、
例

⑬・
⑬
の
パ
ケパ
ケ
シ
イ
は
例
⑫・
⑬
の
パ
ケ
ラ
シ
イ
に
対
応
し 、
例
@
の
ゲ

ウ
ゲ
ウ
シ
イ
は
『
日
初
辞
書』
の
の
包
含白HC
に
対
応
し
て
い
る 。

ま
た 、
語
基
が
名
詞
以
外
の
・も
の
で
あ
る
ば
あ
い
に
も 、
例
@
の
ツ
ベ
ツ
ベ

シ
イ
と
例
⑤・
⑥
の
ツ
ベ
ラ
シ
イ
と
い
っ
た
対
応
が
見
ら
れ
る 。

@
惨
磁ハ 、
ツ
へ

/\
シ
イ
ソ 、
ナ
サ
ケ
ナ
ウ
人ニ
ツ
へ

/\
シ
ウ
ア
ル
ソ

(
史
一
一

回・
日)

つ
ま
り 、

反
復形
H
シ
イ

||
非
反
復形
日
ラ
シ
イ

と
い
う
対
応
関
係
が
な
り
た
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
第一
節
に
し
め
し

た
例
①
の
愛
ラ
シ
ク
が
愛
々
シ
ク
と
い
う
異
文
を
も
っ
と
と
も 、
み
ぎ
の
対
応

関
係
が
な
り
た
つ
ζ
と
の、
ひ
と
つ
の
裏
づ
け
と
な
る
で
あ
ろ
う 。

そ
し
て
ま
た 、
愛
ラ
シ
ク
と
愛
々
シ
ク
と
は 、
意
味
の
ち
が
い
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
う
乙
と
も
う
か
が
わ
れ
る 。
右
に
あ
げ
た 、
例
⑬
l

@
の
ハ
カ
パ
カ

シ
イ・
パ
ケパ
ケ
シ
イ・
ゲ
ウ
ゲ
ウ
シ
イ・
ツ
ベ
ツ
ベ
シ
イ
と 、
そ
れ
に
対
応

す
る
ハ
カ
ラ
シ
イ・
パ
ケ
ラ
シ
イ・
ゲ
ウ
ラ
シ
イ・
ツ
ベ
ラ
シ
イ
と
に
は 、
た

と
え
ば 、
語
感
の
強
弱
と
い
う
よ
う
な 、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
微
妙
な
差
は
あ
る
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も 、
意
味・
用
法
の
き
わ
だ
っ
た
ち
が
い
は
認
め
ら
れ
な

い
よ
う
で
あ
る 。五

第
四
節
で
の
べ
た
よ
う
に 、
形
容
詞
に
お
い
て 、
反
復形
H
シ
イ
と
非
反
復

形
H
ラ
シ
イ
と
の
対
応
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が 、
と
と
で
思
い
あ
わ
せ
ら

れ
る
の
は 、
情
態
副
詞
の
な
か
の、
擬
音
擬
態
の
副
詞
の
ば
あ
い
で
あ
る 。

注9

柳
田
征
司
氏
の
調
査
に
よ
る
と 、
抄
物
に
お
い
て 、
反
復
形
を
と
る
擬
音
擬

態
の
副
詞
は 、
全
用
例
(
六
四
O
例)
中
の
約
三
二
%
を
し
め
る
と
い
う 。
こ

れ
に
次
い
で
お
お
い
の
が 、
ハ
ラ
リ
ト

や
ウ
ル
ラ
ト

の
よ
う
な 、
「
t
リ
ト」・

「
1
ラ
ト」
と
い
う
語
形
の
副
詞
で
あ
る 。
そ
乙
で 、
注
目
さ
れ
る
の
は 、

「
t
ラ
ト」
と
い
う
語
形
の
副
詞
の
な
か
に 、
反
復形
を
と
る
擬
音
擬
態
の
副

詞
と
対
応
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
と
で
あ
る 。
そ
の
例
を
ひ
だ
り
に
し
め

す 。@
江
ヤ
海
ノ
水ニ
ハ
必
珠
ガ
ア
ル
ソ 、
珠
ガ
ア
レ
ハ 、
水
ガ
ス
ン
デ
明ニ
ウ

M日目MWMM同日川市

テ
--

川
川
川
判

テ
リ
ヵ、
ャ
ク
ソ 、
玉
在レ
山
木
潤
ト 、
ツ
イ
ニ
カ
イ
タ
ソ 、

山
モ
玉
ヲ
モ
テ
ハ 、
草
木
ノ
色
モ
ウ
ル
ラ
ト

ア
ル
ツ
(
玉
一
五
m-
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⑧
淵ニ
ハ
必
珠
カ
生
ス
ル
ソ 、
ソ
ノ
近
所
ノ
山
ヤ
岸ハ
ウ
ル
ラ
ト
シ
テ
カ
レ

ヌ
ソ 、
草
木
ノ
色
モ
ウ
ル

/\
ト
ス
ル
ソ
(
玉
二
O
師・
4)

@
温
柔
||ハ 、

ヌ
ク
/\
ヤ
ワ
/\
ト
シ
タ
処
ソ
(
四
河
入
海
一
四
之

三
鵬-
U)

@
我
カ
只
対
雪
物
ヲ
飽
ホ
ト
ク
ウ
テ 、
ヌ
ク
ラ
ト
シ
タハ 、
無
風
騒
ナ
ル
事

JJ

 

〔
対
雪
不
堪
令
飽
媛〕

(
四
河
ニ
O
之一

m-
U)

⑧
サ
テ
節
推
カ
ナ
リハ

何
ト
ア
ル
ソ
ト

云
ヘ
ハ 、
窃
然
ト
シ
テ 、
フ
カ
/\

ト
シ
テ 、
ウ
カ
/\
ト
ナ
イ
人
ソ 、
節
推ハ
官
ノ
名
ソ
(
四
河
二一
之

二
m・
7)

@:::
季
常
坐
禅
シ
テ
柱
杖
ヲ
拍
ス
ル
モ 、
萎ニ
シ
カ
ラ
レ
テ

引刈升川
シ

テ
有
ソ

〔
柱
杖
落
手
心
だ
然〕

(
四
河
一
六
之
二

m・
7)

@:::
胸
カ
ス
キ
ス
キ
ト
ス
ル
ソ・::
茶
ヲ
ノ
メハ 、
心
カ

刈刊刈41ト
ス

注ω

ル
ソ
(
山
谷
抄)

@
サ
テ 、
貧
女ハ 、
白
粉
朱
砂
ナ
ン
ト
ヲ
買
テ
政
事ハ
ヨ
セ
ヌ
程ニ 、
セ
メ

テ 、
面
ヲ
モ
ス
キ
ラ
ト

洗
イ、
髪
ヲ
モ
ヨ
ウ
洗
テ
杭
テ 、
サハ

/九、
ト
ナ

ヲ
レ
ハ 、
人ニ
モ
似
ル
ソ
(
四
河
三
之
二
却・
5)

@
今
|

波
言ハ 、
我
レ
俗
耳
ノ
辺
テ
心
ノ

判刑パ川H
シ
タ
ヲ 、
今
日
冠

ヲ
ト
リ
ノ
ケ
テ
新
泳
シ
テ 、
ス
、

fk
ト
ア
ル
時
分ニ
:::

(
四
河
二

二
之
四
m・
げ)

@
青
|
|

披
言ハ 、
子
由
ト

別
テ
ア
ル
心
テ 、
青
山
ヲ
見
ル
モ 、
モ
ウ

/\
ト
シ
テ
ム
サ
ラ
ト
ア
ル
ソ
(
四
河
ニ
ニ
之
三
拍-
m)

例
@・
@
の
ウ
ル
ウ
ル
ト
と
ウ
ル
ラ
ト
は 、
ど
ち
ら
も
う
る
お
い
の
あ
る
状

態
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
が 、
「
草
木
ノ
色」
に
つ
い
て 、
ウ
ル
ウ
ル
ト、
ウ
ル

ラ
ト
と
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に 、
両
者
に
意
味
の
ち

が
い
は
認
め
ら
れ
な
い 。

例
@・
⑧
の
ヌ
ク
ヌ
ク
ト

||
ヌ
ク
ラ
ト
は
暖
か
い
よ
う
す
を
あ
ら
わ
し 、

例
⑧・
@
の
ウ
カ
ウ
カ
ト

llt
ウ
カ
ラ
ト
は
だ
然
と
し
た
あ
り
さ
ま
を
あ
ら
わ

し 、
例
⑧・
⑧
の
ス
キ
ス
キ
ト

||
ス
キ
ラ
ト
は
すっ
き
り
と
し
て
い
る
よ
う

す
を
あ
ら
わ
し 、
例
@・
@
の
ム
サ
ム
サ
ト

||ム
サ
ラ
ト
は
心
の
欝
屈
し
て

い
る
よ
う
す
を
あ
ら
わ
し
て
い
る 。

乙
の
よ
う
に 、
擬
音
援
態
の
副
詞
の
ば
あ
い
に
も 、

反
復
形
H
ト

||
非
反
復
形
H
ラ
H
ト

と
い
う
対
応
が
見
ら
れ
る 。
そ
し
て 、
乙
の
両
者
に
意
味
の
き
わ
だ
っ
た
ち
が

い
を
明
確
に
認
め
る
乙
と
は
む
ず
か
し
い 。
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-'­
，、

第
四
節
と
第
五
節
と
か
ら 、
つ
ぎ
の
と
と
が
導
か
れ
る 。

形
容
詞
に
お
け
る 、
反
復
形
H
シ
イ
と
非
反
復
形
H
ラ
シ
イ
と
の
関
係

は 、
擬
音
擬
態
の
副
詞
に
お
け
る 、
反
復
形
H
ト
と
非
反
復
形
H
ラ
日
ト

と
の
関
係
に
対
応
す
る 。

み
ぎ
の
関
係
を
図
示
す
る
と 、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る 。

非 反 Z2
反 聖
復一一復 墨

T 形 襲
フ 古日
11 11 型
ト 卜巴

1/1 
非 反 〔
官 形
雀ー復 套
形 巴
11 形
フ
11 11 
シ シ
イ イ



接尾辞ラシイの成 立

ま
ず 、
横
の
関
係
で
は 、
擬
音
擬
態
の
副
詞
に
お
い
て 、
反
復
形
H
ト
と
非

反
復
形
日
ラ
日
ト
と
が
対
応
し
て
い
る 。
一
方 、
形
容
詞
に
お
い
て
も 、
擬
音

擬
態
の
副
詞
の
ば
あ
い
と
同
様
に 、
反
復
形
H
シ
イ
と
非
反
復
形
H
ラ
シ
イ
と

の
対
応
が
見
ら
れ
る 。

つ
ぎ
に 、
縦
の
関
係
で
は 、
擬
音
擬
態
の一
副
詞
の 、
反
復
形
日
ト

に
た
い
し

て 、
形
容
詞
の 、
反
復
形
H
シ
イ
が
対
応
し
て
お
り 、
擬
音
擬
態
の
副
詞
の 、

非
反
復
形
日
ラ
H
ト

に
た
い
し
て 、
形
容
詞
の 、
非
反
復
形
日
ラ
シ
イ
が
対
応

し
て
い
る 。

ま
た 、
擬
音
擬
態
の
副
詞
の 、
反
復
形
H
ト
と 、
形
容
詞
の 、
非
反
復
形
H

ラ
シ
イ
と
が
対
応
し
て
い
る
例
と
し
て
は 、
例
@
に
し
め
す
ム
サ
ム
サ
ト
と 、

ム
サ
ラ
シ
イ
と
い
っ

た
も
の
が
あ
る 。

@
而
土
木

||

土
ヤ
木
ノ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ 、
我
身
ヲ 、
ヵ
サ
ラ
ヌ
ソ 、
身
ヲ

ム
サ
ム
サ
ト 、

モ
ツ
ソ 、
湯
ヲ
ア
ヒ
ツ
ナ
ト

モ
セ
ヌ
ソ
(
蒙
求
抄

二

出
-

m)

以
上
の 、
擬
音
擬
態
の
副
詞
と
形
容
詞
と
の
形
態
上
で
の
対
応
関
係
か
ら 、

つ
ぎ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る 。

ま
ず 、
擬
音
一擬
態
の
副
詞
に
お
け
る
横
の
対
応
関
係
の
ば
あ
い 、
ト

を
の
ぞ

い
た 、
非
反
復
形
H
ラ
の部
分
は
反
復
形
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
な
す

と
と
が
で
き
る 。
す
る
と 、
形
容
詞
の
ば
あ
い
も 、
反
復
形
に
相
当
す
る
も
の

は 、
シ
イ
を
の
ぞ
い
た 、
非
反
復
形
H
ラ
の部
分
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る 。
そ

と
で 、
左
記
の
よ
う
な
推
定
が
な
り
た
つ 。

非
反
復
形
に
接
尾
辞
ラ
シ
イ
が
つ
い
た
も
の
は 、
非
反
復
形
に
ラ
が
つ

き 、
さ
ら
に 、
形
容
詞
を
つ
く
る
接
尾
辞
シ
イ
が
つ
い
た 、
非
反
復
形
H

ラ
シ
イ
で
あ
っ

た 。

ζ
の
よ
う
に
推
定
し
た
ば
あ
い 、
つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は 、
ラ
の
は
た
ら

き
で
あ
る 。

さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に 、
非
反
復
形
H
ラ
が
反
復
形
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

る
と
す
る
と 、
非
反
復
形
は
反
復
形
と
お
な
じ
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
は
ず
で

あ
る 。
反
復
形
に
つ
い
て
は 、
情
態
言
の
形
成
に
か
か
わ
っ

て
い
る
と
の
指
摘

注孔

が
阪
倉
篤
義
氏
に
よ
っ

て
な
さ
れ
て
い
る 。
す
る
と 、
非
反
復
形
H
ラ
も 、
反

復
形
と
同
様
に 、
情
態
言
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。
そ
し

て 、
情
態
言
を
形
成
す
る
は
た
ら
き
は 、
ラ
に
あ
る
と
み
ら
れ
る 。

七

反
復
形
と
非
反
復
形
に
情
態一
吉
を
つ
く
る
接
尾
辞
が
つ
い
た
も
の
と
の
対
応

は 、
擬
音
擬
態
の
副
詞
や
形
容
詞
の
ば
あ
い
に
だ
け
み
ら
れ
る
わ
け
で
な
く 、

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
も 、
そ
の
類
例
と
な
る
で
あ
ろ
う 。

ウ
ラ
ウ
ラ
ト

ーーー
ウ
ラ
ラ
カ
ナ
リ

ツ
ヤ
ツ
ヤ
ト

ーーー
ツ
ヤ
ヤ
カ
ナ
リ

シ
ヅ
シ
ヅ
ト

ll|
シ
ヅ
カ
ナ
リ

ハ
ラ
ハ
ラ
ト

ーー
ケフ
リ
ト

こ
の
よ
う
な
対
応
は 、
中
世
の
み
な
ら
ず 、
上
代
以
来
み
ら
れ
る
も
の
で
あ

り 、
反
復
形
と
非
反
復
形
H
ラ
と
の
対
応
関
係
に
よ
っ

て 、
接
尾
辞
ラ
シ
イ
が

成
立
す
る
可
能
性
は 、
ど
の
時
期
に
も
あ
っ

た
と
い
え
よ
う 。

し
か
し 、
接
尾
辞-フ
シ
イ
が
名
詞
に
つ
く
と
い
う
点
を
み
る
と 、
そ
の
成
立

時
期
は
平
安
時
代
以
前
に
は
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る 。

第
四
節
で
の
べ
た
よ
う
に 、
名
詞
を
語
基
と
し
て
形
容
詞
を
派
生
す
る
に

は 、
名
詞
の
反
復
形
H
シ
イ
と
名
詞
H
シ
イ
と
の
ふ
た
つ
の
型
が
あ
る
わ
け
で

あ
る
が 、
名
詞
の
反
復
形
H
シ
イ
の
ほ
う
は 、
反
復部
分
の
音
節
数
に
制
約
が

あ
り 、
三
音
節
以
上
の
名
詞
が
反
復
さ
れ
る
乙
と
は
さ
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
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た 。
名
詞
日
シ
イ
が
平
安
時
代
に
な
っ

て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は 、

音
節
数
の
制
約
の
た
め
に
反
復
形
を
と
り
に
く
い
語 、
す
な
わ
ち 、
三
音
節
以

上
の
名
詞
か
ら
形
容
詞
を
派
生
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う 。
と
れ

は 、
平
安
時
代
の 、
名
詞
を
語
法
と
す
る
シ
ク
活
用
形
容
詞
に 、
オ
ホ
ヤ
ケ

シ
・

マ
コ
ト
シ
・
ヲ
ム
ナ
シ
な
ど
の
よ
う
に 、
三
音
節
以
上
の
名
詞
が
語
甘お
と

な
っ

て
い
る
も
の
が
お
お
い
乙
と
か
ら
も
う
か
が
え
る 。

こ
の
よ
う
な 、
名
詞
H
シ
イ
と
い
う
む
す
び
つ
き
が
で
き
た
う
え
で 、
名
詞

の
も
つ
属
性
を
あ
ら
わ
す
面
を
よ
り
明
確
化
す
る
た
め
に 、
情
態一
言
の
形
成
に

か
か
わ
る
ラ
を
く
わ
え
て 、
名
詞
H
ラ
H
シ
イ
が
成
立
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か 。
し
た
が
っ

て 、
名
詞
に
つ
く
接
尾
辞
ラ
シ
イ
の
成
立
は 、
名
詞
H
シ
イ
が

平
安
時
代
に
な
っ

て
か
ら
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と 、
す
く

な
く
と
も 、
平
安
時
代
以
降

||
お
そ
ら
く
は 、
中
世
に
な
っ

て
か
ら

ーー
と

い
う
と
と
に
な
る 。

と
と
ろ
で 、
一
五
l一

六
世
紀
の 、
「
t
ラ
ト」
と
い
う
語
形
を
も
っ
擬
音

擬
態
の
副
詞
は 、
第
五
節
に
し
め
し
た
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に 、
と
の
時
期

に
生
き
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ

て 、
前
代
の
も
の
が
化
石
的
に
残っ

た
と
い
っ

た
も
の
で
は
な
い 。
「
t
ラ
ト」
と
い
う
語
形
の
擬
音
擬
態
の
副
詞

は 、
そ
の
ほ
か
に 、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る 。

注ロ

O
パ
サ
ラ
ト・
フ
ク
ラ
ト・
ツ
ク
ラ
ト・

ム
ク
ラ
ト

な
ど

O
ツ
ツ
ラ
ト・

ボ
ボ
ラ
ト

O
オ
ン
ボ
ラ
ト・

ソ
ン
ボ
ラ
ト・

ヌ
ン
メ
ラ
ト

な
ど

O
フ
ッ
ク
ラ
ト・

ム
ツ
タ
ラ
ト・

ユ
ツ
ク
ラ
ト

な
ど

A
ン
B
ラ
ト・

A
ッ
B
ラ
ト
と
い
っ

た 、
一
定
の
類
型
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ

た
と
み
ら
れ
る
語
も
あ
る
が 、
乙
れ
ら
も
前
代
の
語
の
化
石
的
残
存
で
な
い
と

と
は
明
白
で
あ
ろ
う 。

た
だ
し 、
乙
れ
ら
の
語
の
な
か
に
は 、
ソ
ン
ボ
リ
ト

や
ユ
ツ
ク
リ
ト

の
よ
う

に 、
「
1
リ
ト」
と
い
う
語
形
の
も
の
が
あ
わ
せ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も

注目

あ
る 。
森
田
雄
子
氏
の
調
査
に
よ
る
と 、
「
l
リ
ト」
と
い
う
語
形
は 、
平
安

時
代
か
ら
み
ら
れ 、
現
代
に
ま
で
至
っ

て
い
る
も
の
で
あ
り 、
一
方 、
「
l
ラ

ト」
の
ほ
う
は 、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
見
ら
れ
る
が 、
江
戸
時
代
に

は
見
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う 。
す
る
と 、
一
五
l一

六
世
紀
こ
ろ
は 、
「
l
ラ

ト」
が
「
t
リ
ト」

に
と
っ

て
か
わ
ら
れ
つ
つ
あ
っ

た
時
期
で
あ
る
と
み
ら
れ

る 。
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と
は
い
え 、
乙
の
時
期
に
お
い
て
も 、
ラ
は
ま
だ
生
き
て
用
い
ら
れ
て
い
た

し 、
情
態号一口
の
形
成
に
か
か
わ
る
力
も
も
っ

て
い
た
と
認
め
ら
れ
る 。

J\ 

以
上
の
考
察
に
よ
り 、
接
尾
辞
ラ
シ
イ
は 、
非
反
復
形
H
ラ
H
シ
イ
か
ら
成

立
し 、
ラ
は
情
態
言
の
形
成
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た 。

【
調
査
資
料〕

史
記
桃
源
抄

亀
井
孝・
水
沢
利
忠
著
『
史
記
桃
源
抄
の
研
究』
(
日
本
学
術

振
興
会)
に
よ
る 。

玉
座
抄

中
国
祝
夫
編
『
抄
物
大
系
別
刊・
玉
盛
抄』
(
勉
誠
社)
に
よ
る 。

調
査
範
囲
は 、
全
五
五
冊
中一
九
冊
(一
一
t

二
0
・

三
二
・

三
四
it一

六・
三
八
t

四
二
の
各
冊)

四
河
入
海
中
間
祝
夫
編
『
抄
物
大
系
別
刊・
悶
河
入
海』
(
勉
誠
社)
に
よ

る 。
蒙
求
抄

中
田
祝
夫
編
『
抄
物
大
系・
蒙
求
抄』
に
よ
る 。

な
お 、
『
四
河
入
海』・
『
家
求
抄』
は 、
間
見
正
雄・
大
塚
光
信
編
『
抄

物
資
料
集
成・
索
引
篇』
(
清
文
堂)
を
利
用
し
た 。



沙
石
集
『
日
本
古
典
文
学
大
系
白
・

沙
石
集』
(
岩
波
書
庖)
に
よ
る 。

注
1

「
複
合
形
容
詞
の
構
成
と
表
現」
『
表
現
研
究』
6

(
昭
和
必
年
9
月)

注
2

異
分
析
と
は 、
た
と
え
ば 、
ア
タ
ラ
シ
イ
の
ぱ
あ
い
を
例
に
と
る
と 、

ア
タ
ラ・
シ

イ
と
い
う
語
構
成
を
と
る
も

の
が 、
ア
タ・
ラ
シ
イ
と
分
析

さ
れ
る
と
と
を
さ
す 。

注
3

『
助
動
詞
の
研
究』
(
文
学
社・
昭
和
珂
年
2
月)
七一
一員
l

七
六
頁

注
4
「
中
世
文
誌
に
お
け
る
助
動
詞
『
ら
し』
と
そ

の
周
辺
の
語」
『
中
世
図

活聞
に
お
け
る
文
語
の
研
究』
所
収
(
明
治
書
院・
昭
和
日
年
8
月)

注
5

引
用

の
所
在
は 、
書
名・
冊
数・
復
製
本
の
頁
数・
行
数
の
順
に
し
め

す 。

接尾辞ラシイの成立

注
6

ζ
の
ひ
し
り
も
た
け
た
か
や
か
に

ま
ふ
し
つ
へ
た
ま
し
く
て

あ
ら

ら
か
に
お
と
ろ
/\
し
く
た
ら
に
を
よ
む
を:・:
(
柏
木
『
源
氏
物
語
大

成』
に
よ
る)

注
7
「
形
容
詞
の
語
骨量
的
変
遷

||巾古から中世へ
||」

『
国
語
学』
辺
(
昭
和

初
年
9
月)

注
8

竹
内
尖
智
子
「
源
氏
物
語
の
語
構
成
に
つ
い
て

ーー
そ

の一

||」

『
共
立
女
子
短
期
大
学
紀
要』
(
昭
和
制
年
ロ
月)

注
9
「
抄
物
花
見
え
る
擬
声
擬
態
の
副
詞」
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要・
人

文
社
会
科
学』
(
昭
和
幻
年
3
月)

注
叩

寿
岳
章
子
「
抄
物
の
擬
声・
擬
態
語
集」
『
京
都
府
立
大
学
国
語
国
文

学
会
誌』
1

(
昭
和
弘
年
4
月)
に
よ
る 。

注
日
『
語
構
成
の
研
究』
(
角
川
書
応・
昭
和
創
年
3
月)
三
四
八
頁

注
ロ

ウ
カ
ラ
ト・
フ
ク
ラ
ト

の
よ
う
に 、
A
B
ラ
ト
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も

の
に
は 、
『
史
記
桃
源
抄』
に
ウ
ッ
カ
ラ
ト
と
ウ
カ
ラ
ト
と
が
近
接
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
(一
八
郎
頁)
と
い
う
よ
う
な
ζ
と
が
あ
り 、
A
ッ

B
ラ
ト
と
発
音
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が

の
と
る 。
し

か
し 、
A
B
ラ
ト

は
A
y
B-7
ト
と
発
音
さ
れ
た
と
い
う
確
証
も
な
い

の
で 、
表
記
ど
お
り 、
A
B-7
ト
と
発
音
さ
れ
て
い
た
も

の
と
し
て
お
く 。

注
目
「
語
音
結
合
の
型
よ
り
見
た
る
擬
音
語・
擬
容
語」
『
国
語
と
国
文
学』

(
昭
和
お
年
1

月)

〔
付
記〕

本
稿
は 、
一
九
八
O
年
国
語
学
会
春
季
大
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も

の
を
ま

と
め
た
も

の
で
す 。
そ

の
際 、
御
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
に
あ
っ
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す 。
ま
た 、
稿
を
な
す
に
あ
た
り 、
小
松
英
雄
先
生 、
北
原

保
雄
先
生
の
御
指
導
を
た
ま
わ
り
ま
し
た 。
と
と
に
感
謝
の
怠
を
表
し
ま
す 。

||
筑
波
大
学
大
学
院
生

||
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